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園だより   ７月            
梅雨の晴れ間に園庭を吹く風が、妙にさわやかに感じられることがあります。裏山から降りてくる深い森の

空気のお蔭なのでしょうか？山々に囲まれたこの幼稚園ならではの宝物なのではないかと思っています。この

心地よさを味わうことのできる子どもたちは、なんと幸せなことでしょうね。 

園庭では、今、すももがとってもおいしそうに実っています。日に日に色づきもよくなり今にも食べてみた

くなりそうな実り方をしています。また、りんごもわずか３つですが、実っています。赤みがさしてきて大き

くなるのが楽しみです。草地には、７～８ミリのバッタがたくさんいます。子ども達と捕まえてみましたが、

小さすぎて捕まえるのはなかなか大変でした。いずれも職員室東側での様子です。親子で覗いてみてください。

わずかの自然の変化に驚き、喜び合える親子関係はとても素敵なことと思います。 

○確かな成長を実感しましょう 

子ども達も入園して 3 か月が過ぎました。家庭からはじめて集団生活に入り毎日笑ったり泣いたりしている

子どもたち。違う園からやってきてとまどうことの多かった子どもたち。進級しちょっぴり大きくなってお兄

ちゃん・お姉ちゃんらしく振る舞っている子どもたち。子どもたちは 4 月からの新しい環境にそれぞれにすっ

かり慣れてきましたね。生活に慣れ、新しいクラスで居場所を見つけた子どもたちは、様々な直接体験を通し

て日々学んでいます。保育を覗くたびに、遊びに寄せてもらうたびに、笑ったり驚いたり感心したりと楽しい

エピソードに出会っています。 

7 月は夏休み前の区切りとして、子どもたち一人ひとりの確かな成長を保護者の方々や先生たち、子どもた

ちと実感できると良いですね。保護者の方々も改めていろいろな視点から子どもの成長を思い起こしながら過

ごしてみてください。そして、夏休みに入るときには、子どもたちの頑張りをしっかりみつめて、具体的に認

めていけるようにしましょう。大好きなおうちの方に認めていただいたことは、子どもたちの次の頑張りに必

ず繋がっていきます。次の成長に繋がっていきます。ひと呼吸おいて、4 月からの生活を振り返ってみること

も大切ですね。 

○子どもたちの自立にむけて 

 園生活では、子どもたちみんなで生活するためにおのずといくつかの約束事が出来上がっていきます。子ど

もたちの中で出来上がった約束事は、自分たちが生活するうえで互いに分かり合い快適に暮らすためのルール

です。自分たちが作った約束は、その理由もよく分かり守ろうとすることができます。たくさんの人が集うと

いうことは、それなりに理由が出てくるのです。子どもたちは、幼稚園という生活の中でいつの間にかそのこ

とを学んでいます。 

そして、ご家庭でも頑張っていただいていることがあります。4 月の最初にお願いしたのが、「朝の登園時間」

「帰りの駐車場での約束」。いかがでしょうか？随分頑張っていただいていると思っています。毎日のことなの

で、もちろん大変かと思います。ましてや弟妹ちゃんたちを抱えておられる方々の様子を拝見すると本当に大

変だと思います。決して保護者の方の都合で自由に子どもたちの送り迎えをしていただいているわけではあり

ませんので、なおさらのことと思います。 

でも、互いにみんな人ですので、十分にいかないことも多々あります。しかし、幼い子は幼いなりに約束事

を理解していく力を付けていくことは必要なことです。これから小学校に向けてどの子も大きくなっていきま

す。例えば、降園時に駐車場に行ったとき、「道路側の緑地帯で遊ばない」という約束の理由は子どもなりにも

分かります。緑地帯で遊びたい気持ちも分からないではありませんが、これから大きくなる子どもたちには、

ぜひ「自分で考え、自分で判断し、自分から行動できるように育って欲しい」と思っています。毎日のことで

面倒なことかもしれませんが、子どもたちへの言葉かけを工夫しながら、「子どもたちに考える機会を与え、判

断するチャンスを差し出し、行動を見守り、実行できたときは愛情たっぷり注いで褒めていくこと」がどんな

に大切か関わってみてください。この関わりがいかに大事なことで、実はこれからの成長に影響があるのだと

いうことを一度振り返っていただくこともよい子育てに通じると思います。 

 

 


